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http://okazu1945.moo.jp/sakuin.htm　より掲載

プロローグ）その町の歴史を知ること・・・
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　　家族で東京から鳥取へIターン移住（2016秋）
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ü 東京で暮らすことの疑問・・・46歳で決断。

ü ローカルで新しいことに挑戦したい（地方創生）

ü 公務員試験を受け鳥取県庁へ

ü 昨年の春より銀行へ転身

⇒人は、
「環境」をドラスティックに変えると、セカイも変わる

風に身をまかせる
地方（ローカル）はオモシロイ
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今までの経歴

①　競馬予想会社

②　出版社

③　NTTグループ（15年）

④　鳥取県庁　（商工労働部）

⑤　鳥取銀行+（鳥取大学）

⑥　独立へ（今春）
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事業開発

ビジネス
プロデュース

地方創生 IT・新ビジネス

教育
コンテンツ
ビジネス

起業/
事業支援

哲学・
アート

ビジネスを編集する＝編集思考
　　　　異分野をツナげ新事業を起こすこと
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　答えのない時代へ
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VUCA時代に求められる意識・資質とは・・・

Ø  Volatility　　（不安定）
Ø  Uncertainty（不確実）
Ø  Complexity　(複雑性）
Ø  Ambiguity  （曖昧性）

　～カオス化する世界をどう生きていくか

参照https://blog.v-com
共創

ビジョン・
構想力

行動・勇気

価値・意味
の創出
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「エリートの終焉」
従順 勤勉

論理的効率

直感的

自由・越境 わがまま

好奇心・情熱

意味を出す
能力

「新たなスペックの人材」

AI
領域

正解を出す
能力
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大学
卒業 起業

再学生

転職

人生や仕事を常に変化させる
　　自分でキャリアをデザイン

スキル 情報 知識 経験

無形の資産が重要になる

社会資本（人脈・仲間）

就職

複業

副業
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　　　「組織から個の時代へ」

企業B企業A

企業C 企業D

　　　個人が複数の企業と契約する

　　　複数の企業が一個人をシェアしていく
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現在 Ø 　鳥取銀行　地方創生アドバイザー

1年更新の年俸制プレーヤー

サラリーマンもアスリートのように
フリーエージェント（FA）制度で生きる時代へ

　　　　　　複数の職
　　　 複数の自分を持つ
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②　鳥取銀行　地方創生アドバイザー

④　レプタイル株式会社　コラボ部

①　一般社団法人　ベンチャー型事業承継
　　　　　　　エヴァンジェリスト

　　　現在は5つの名刺を持って活動中

③　株式会社イノベーションアクセル
　　　中国会ディレクター

⑤　一般社団法人WORK DESEIGN LABパートナー
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新事業開発/
中小企業支援

地域創生/
関係人口推進

産学連携/教育
人材育成

現在は、３本の矢（事業）を推進
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　　　　　　アトツギベンチャー＊キャンプ

～中小企業庁　プッシュ型事業承継支援高度化事業　認定
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これから地域で必要なこと
～ゼロイチの起業家と第二創業アトツギ支援の両輪で
　　　　　　　　　持続的な地域経済を実現していく

イノベーションアクセル社HPより抜粋
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　　ポスト地方創生
共感人口の時代へ
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政策の推移　～曲がり角を迎えつつある地方創生
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ステレオタイプの移住施策・・・
　　　　　→差別化こそが自治体には重要に
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新庄村（岡山県）との新たな挑戦
　～ライフスタイルをテーマにした関係人口創出へ
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人口わずか920人。日本で最も美しい村。

プロジェクト＊ミッション

課題）　村内に雇用の受け皿少なく、移住＝就業モデルが成立しない
　　　　　雇用創出を生む企業誘致も現実的に難しい状況

Ø 　事業（ナリワイ）を自ら育（はぐく）める人材の創出
Ø 　複数の職を持って自由に働く個人の創出
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「生き方」⇒「暮らし方」⇒「働き方」の順で考える
　　　　　　　地域貢献＜自己実現

　　　生き方（イキザマ）

働き方（自由にデザイン）

　　　暮らし方（ライフスタイル）

個人の生き方をデザインする地域へ
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定住人口
地域に住む・・・

交流人口
短期的に訪れる・・・

関係人口
地域に多様に関わる

参照：総務省

関係人口とは
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関係人口から共感人口（ライフスタイル訴求型）へ

移住
（顕在層）

移住
（潜在層）

ローカル関心者

共感人口
ライフスタイル関心者

（ワークスタイル）

デュア
ラー

ポートフォリ
オワーカー

ワーケション

協力隊

ローカル
起業家

移住というマーケットは限りなく小さい。
ライフスタイルや価値観への＜共感＞というマーケットを狙う。
移住はあくまでも選択肢の一つ。
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コンセプト＝新しい働き方（生き方）の提言

　　「21世紀型ワークスタイル」　　　　　　

Local Work Design Lab

多様な働き方
「複業・マルチ
ステージ型」

自己実現
「自分を生きる」

自律した個人
「組織に依存しな

い働き方」

都市 地方

都市と地方を行き来しながら、ライフステージや働き方に
合わせて自由に「暮らし」や「生き方」をデザインしていく。
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多様化するライフスタイル＝デュアラー

都心と田舎の2つの生活＝デュアルライフ
（2拠点生活）を楽しむ人たちのこと。
空き家やシェアハウスを活用して、20～
30代のビジネスパーソンやファミリーが
デュアルライフを楽しみ始めている。

(C) Recruit Sumai 
Company Ltd.

２拠点居住　
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参考）デュアラー潜在マーケット
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ワーケーションとは仕事（work）と休暇（vacation）を組み合わせた
造語で、休暇をとりながら仕事（リモートワークを活用し時間や場所
の制約を受けずに、柔軟に働くことができる形態＞）をする、
仕事をしながら休暇をとるというような、新しい働き方・旅の形です。

多様化するワークスタイル①＝ワーケション

WORK＋VACATION　

(C)JAL
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　複数の仕事に挑戦する高度人材（都心部）

　　　　地域や企業の課題解決（地方）　
×

多様化するワークスタイル②＝複業
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副業人材プロジェクト（鳥取県）
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応募総数
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まとめ
関係人口＝事業創出

関係人口
事業創出

（起業・雇用）
＝

地域振興 産業振興

事業家育成
（育成

プログラム）

人材育成

関係人口と事業創出をセットでとらえ、
これを事業家育成によりレバレッジ化する

関係人口 関係人口
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①都心部に出た
　 地元出身の若手

DB

現在の職業/専門分野/
　　　スキル/人脈

②地方に関わりたい
　　都心部副業人材

地域企業
金融機関

行政
支援機関

関係人口の戦略的なプログラムを策定（案）
地域の課題をプロジェクト化し、①と②の
人材が関わるチームを興す。

Ø  専門人材/マネジメント人材
Ø  遠隔と定期訪問

Ø  都心部に出たミドル人材
Ø  Uターン候補者

　　地域の課題を
　　プロジェクト化

教育機関

産・金

官

学

Ø事業承継

Ø産学連携

Øまちづくり

Ø起業・創業

ØＲ＆Ｄ

Ø観光・交通
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「遊び」が仕事になる時代へ

遊ぶ

仕事 学ぶ

遊びを起点に、仕事を決める。
より楽しく遊ぶために学ぶ。
学ぶと仕事も楽しくなる。

　　

エピローグ
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　　イノベーション人材の育成

　　＜産学連携＞

＜以降は参考資料＞
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スタートアップ 中山間地域 教育

ソーシャルイノベーション 感情的知性
テクノロジー

　　鳥取大学との産学連携をプロデュース
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経済界、ビジネスパーソンが気づき始めた２つのテーマ

Wellbeing Studies Liberal Arts

Ø 人間の知識や感情（心）が経営資源となる時代へ
Ø 直感や感性、偶然性を戦略的に取り入れるメソッドの確立へ
Ø 求められる、個人におけるOS（意識・認識）のアツプデート



38

「金融資本」から「共感資本」へ

社会関係資本（人と人のつながり）や共感で結びつく新たな
コミュニティが次世代のキャピタルとなる時代へ。

→貨幣換算できない価値（地域通貨で流通は可能）こそ、
地域では重要な資産となる。
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　　ゼロイチ・アクセラレーション・プログラム

　　　　　　　「経済とアートの接続」
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仮説創造 仮説検証

Design Thinking/
        PDCA

Art Thinking/
Speculative 
Design

「デザイン思考の先を行くもの」　各務太郎　著

ゼロイチに必要なメソッドとは
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　これからの意思決定

アート
＜ワクワクするビジョンの創出＞

サイエンス
＜ビジョンに裏付けを与える＞

クラフト
＜ビジョンの実行＞
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ベンチャー企業、
スタートアップ企業の
起業家が持つ精神

事業創出へ高い創造力を持って
積極的に挑戦していく姿勢や精神

リスクを取りながら
自律的に生きていく人材

事業創出

起業・創業

0→1
人材

考え方/Scope

起業家

新事業
社内起業家

学生、若手社員、
行政マン


